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はじめに

第１章  鎌倉時代

第１節  鎌倉幕府政権下の島津荘

 １  鎌倉幕府による島津荘管理

院政期の島津荘支配 ／ 平氏の島津荘支配への介入 ／

平氏政権の崩壊 ／ 鎌倉幕府による島津荘支配 ／

惟宗忠久の島津荘下司職補任

 ２  源氏嫡流滅亡後の島津荘支配

 ３  島津忠久に関する伝説

母の丹後局 ／ 源頼朝を父とする説 ／

惟宗広言・惟宗忠康実子説 ／ 府官系惟宗氏と島津氏

 ４  忠久の島津荘下向

コラム① 郡元西原遺跡の発見

第２節  島津荘の在地領主

 １  島津荘在地領主たちの系譜

藤原姓富山氏 ／ 日置姓北郷氏 ／

三俣院を領有した萩原氏の系譜 ／ 藤原姓高木氏

 ２  鎌倉幕府の滅亡と在地領主たちの動向

鎌倉幕府滅亡後の島津荘支配 ／

島津荘内における新体制への抵抗

第２章  南北朝の動乱と三股地域

第１節  南北朝の動乱

南北朝の動乱 ／ 南北朝期の南九州

第２節  建武の新政と三俣院

 １  島津氏の日向国守護職就任

島津氏と日向国守護職 ／ 島津荘の所有経緯

 ２  三俣院における南北朝争乱

肝付氏の出自 ／ 肝付兼重と伊東祐広 ／ 肝付兼重と三俣院 ／

肝付兼重の最期 ／ 三股院萩原と萩原氏
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第３節  観応の擾乱と三俣院

 １  足利氏の内紛とその影響

観応の擾乱 ／ 南九州の擾乱

 ２  三俣院内における勢力争い

幕府方の動静 ／ 島津氏の南朝方転属 ／ 相良氏の三俣院進出 ／

国人の動向と島津氏への同調

第４節  樺山氏の入部と在地支配

 １  樺山氏の日向国北郷及び樺山領有

父・島津忠宗の時代 ／ 樺山資久の転戦 ／ 樺山資久の樺山領有

 ２  樺山氏の樺山入部

樺山の地名 ／ 樺山氏と樺山

 ３  島津氏と樺山氏の関係

島津宗家と樺山氏の強固な関係 ／ 所領配当にみる強固な関係

 ４  樺山氏の実効支配

樺山資久代に樺山支配がなされたか ／ 内検・坪付にみる支配

第３章  室町幕府と三股地域

第１節  南北朝合一と日向国

 １  南北朝合一前後の日向国と諸県地域

南北朝の合一 ／ 南北朝合一後の諸県地域

 ２  島津氏・伊東氏の日向争奪と三俣院

島津元久の日向進出 ／ 伊東氏の宮崎平野部掌握

第２節  室町幕府と樺山氏

 １  樺山氏の所領拡大

樺山氏の支配地域の拡大 ／ 所領拡大の分析

 ２  樺山氏による三俣院掌握の実態

内検にみる樺山氏の支配 ／ 坪付からみた樺山氏の支配 ／

樺山氏の所領買得 ／ 樺山氏の経済力 ／ 樺山氏の支配の実態

 ３  和田・高木氏との連携

在地領主 和田・高木 ／ 和田氏 ／ 高木氏 ／

樺山氏と和田・高木・羽田氏との連携

 ４  樺山氏の文化交流

飛鳥井家との交流 ／ 里村家と連歌 ／ 近衛家と古今伝授 ／

小笠原家と射術 ／ 樺山氏の参洛

 ５  樺山氏の脱「三俣院」



第３節  国人一揆と三俣院

 １  日向国内における混乱

永享の国一揆 ／ 嘉吉・文安の国一揆 ／ 明応の擾乱

 ２  国一揆と三俣院

永享・嘉吉・文安の国一揆と三俣院 ／

大覚寺義昭事件と三俣院 ／ 文明の国一揆と三俣院

 ３  和田・高木氏の消長

高木氏の没落 ／ 和田氏の北郷家臣化

第４章  戦国大名支配と三股地域

第１節  伊東氏の三俣院支配

 １  伊東氏の日向支配の展開

伊東氏の山東統一 ／ 島津氏領への進出

 ２  伊東氏の三俣院進攻

15世紀代の伊東氏進攻 ／ 永正・大永期の進攻

 ３  伊東氏の支配形態

伊東氏の支配組織 ／ 棟札にみる伊東氏支配の浸透

第２節  島津氏と伊東氏

 １  島津氏の勢力拡大過程

島津貴久の宗家家督継承 ／ 島津宗家と庶家の関係 ／

永禄期以降の動向

 ２  伊東義祐の日向掌握

天文期の動向 ／ 土田帳にみる神社支配

 ３  伊東氏と島津氏の対立

飫肥をめぐる攻防 ／ 日向国南西部での攻防

第３節  北郷忠相の勢力拡大と三俣院

 １  北郷忠相の生涯

周辺領主との戦いと三俣院の掌握 ／

盆地南部への進出と盆地統一

 ２  北郷忠相の戦国領主化過程

棟札にみる支配域の拡大過程 ／ 拡大過程の時期区分 ／

島津家内部における政治的位置

 ３  北郷忠相の三俣院進攻

「庄内地理志」にみる掌握過程 ／

「日帳」にみる三俣院の掌握



 ４  棟札にみる北郷氏の三股地域への影響

三俣院と北郷氏 ／ 勝岡・梶山地域の棟札からみた北郷氏

 ５  戦国期北郷氏の支配形態

地頭配置にみる支配形態 ／ 棟札にみる支配形態 ／

文禄期の支配形態 ／ 所領配当にみる支配のかたち ／

支配の画期

第４節  戦国期北郷氏と三俣院

 １  戦国期の三俣院

忠相期後半の北郷領 ／ 島津忠親のその後 ／

北郷時久と島津宗家

 ２  島津氏と北郷氏

北郷氏の島津氏内部における位置づけ ／

起請文にみる両者の関係 ／ 戦略上不可欠な北郷氏の存在

 ３  北郷時久代の所領範囲

天文期の支配域 ／ 永禄期の支配域 ／ 天正期の支配域

 ４  貿易陶磁器の分布からみた戦国期の北郷氏

陶磁器の出土分布 ／ 内之浦の掌握と陶磁器 ／ 造船技術の獲得


